
 
脱硝装置請願のその後 

 
 道路ニュース 360 号でお伝えしたように、

栄区長と連協有志が面談し脱硝装置の設置

を強く要望し区長も理解を示しました。し

かし事業者は検討中との様子見の状況が続

いています。 
請願は連合町会長名で出された区民全体

のものであり，その検討動向について原点

である連合町会長の定例会で議題としての

取り上げて貰いたいと連協地域の代表であ

る東上郷連合町会長を通して要請していま

した。 
この度９月の連合町会定例会で市道路局

より市道路局より改めて請願とそれに基づ

いた市長の要請が行われたことが報告され、

出席の全連合町会長が確認し星崎区長と東

上郷連合町会長からも強い要望がなされた。 
事業者の出席者は国交省横浜国道事務所

計画課長と NEXCO 東日本横浜工事事務所

工務課長です。 
改めて申し上げます。この脱硝装置は同

じ横浜市で既に供用開始した横浜環状北線

では設置済みです。また工事中の横浜環状

北西線でも設置計画中です。横環南線沿線

に住む同じ横浜市民として同じ空気を吸う

権利があり横浜市が全国に先駆け強力に進

める SDGs の運動精神からも設置を見送る

ことは許せません。 
なお現在開催中の横浜市議会でもこの件

につき全会派一致での請願採択のその後に

ついて追及する予定でいますのでご期待く 
ださい。     （会長 比留間） 

 
庄戸地区の土砂崩れ 

 
先月の台風 15 号の全国に災害が及ん

だ豪雨で庄戸地区でも 20ｍ程の崖が崩

れ、山際に接した道路に大量の土砂が流 

 
れ落ち対面の住宅の垣根を完全に壊して

しまった。横環南の道路予定の南端から

50ｍ程離れた円海山と天園を結ぶ尾根道

から急斜面の岩盤上にあった腐植土を含 
む土砂が滑り落ちたものである。 
 

 
台風 15 号崩落時   同地点台風 17 号後 

土砂が洗い流されている 
 
 
 
 
 
 
 
 
   対面の住宅地状況（土砂整理後） 
 
その地点はパイロットトンネルが地中を

通過している地点から 100ｍ程の地域で、

工事による地下の振動が原因であるとした

ら恐ろしいことである。今後この道路予定

地で幅 100ｍに亘ってランプを含めて 8 車

線のトンネル拡幅部の工事が行われるから

である。 
トンネル工事が始まってまもなくこのよ

うな災害が起きたことは偶然だと思いたい

が、今後の本格的な工事、その後の共用に

よる振動が僅かであっても急な斜面上に堆

積している土砂に悪い影響を及ぼす恐れが

十分にあるのではないかと懸念するのであ

る。        （庄戸住民） 
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横環南線・横浜湘南道路の供用時期

の遅れることが公表される 
  
国交省、NEXCO 東日本は 8 月 28 日「県、市

を加えた神奈川県圏央道連絡調整会議（第一回）」

を開催し、横環南線、横浜湘南道路の供用時期が

遅れると記者発表した。 
 供用時期は工事について課題があり、現時点に

おいて開通時期を見通すことは困難としている。

また、今後の進め方として「用地取得を進めるこ

と（現時点で 99％取得済み）、今後、施工方法に

ついて有識者会議にて技術的な確認を行い工程

を精査していく」としている。 

 我々は「盛土住宅地帯でのトンネル掘削、いた

ち川の下等軟弱地盤帯のトンネル工事、笠間地区

の下水道管との超近接トンネル工事等等」の危険

性を繰り返し指摘してきた。それに対し、現場の

事業者は「実績もある、有識者会議で検討されて

おり安全である」との一点バリで耳を貸そうとも

しなかったのである。 
 事業者の言う工事についての課題が何か？は

明らかにせず、またもや、有識者会議で技術的な

確認すると言うが、これまでもゼネコンにおんぶ

にだっこの我々からみても未熟ともいえる事業

者の技術力、又、それをただ追認するだけの有識

者会議など全く当てにならないと映る。 
 工事施工上の課題について、内容をオープンに

して世の中の真っ当な技術の審判を受けるべき

である。加えて、ここまで来て、いまさら工事に

ついての確認が必要という事態を招いた事業者

NEXCO の設計・工事施工部門に関する責任の所

在はどこにあるのかを問いたい。 
なお、前述の連絡調整会議（第一回）において、

横浜市より「これまでも要望している横環南線の

脱硝装置の設置等環境に配慮した取り組みの推

進についてお願いする」との意見があったことが

議事録に掲載されている。 
         （事務局長  長谷川誠二） 
 
対外活動報告 
09/04,09 長谷川えつこ議員庄戸崖崩れ地案内(会長) 
09/10 区政推進課打合せ（会長） 
09/17 中部縦貫道八ヶ岳南麓道路 国交省との 

公開ヒヤリング参加（参院会館、事務局長） 
09/20 芦川連合町会長打合せ（会長) 
09/20 区政推進課長打合せ（会長) 
09/27 道路全国連 45 周年記念出版打合せ 

（新宿、会長参加） 
09/25 道路全国連 45 周年記念出版打合せ 

（新宿、会長） 
10/04 国交省道路局訪問 

（情報公開 永田氏長女、会長） 

道路住民運動全国連絡会 

第 45回全国交流集会（横浜）開催の案内 
 

集会テーマ／「住民参加の道路事業―住民が 

主人公であったか？何を未来に伝えるか！ 

 

≪開催場所≫本郷台駅前 県立あーすぷらざ 

≪日時≫ 

① 第一日目交流集会 11月 23日（土・祝） 

（1階 大会議室）  

・現地等からの報告 16時 30分～18時 30分 

② 第二日目交流集会 9時 30分～16時 30分 

（5階 映像ホール） 

 ・基調報告  橋本良仁氏（道路全国連事務局長） 

・記念講演 10時～ 

川村晃生氏（慶応大学名名誉教授） 

     「巨大開発は人に何をもたらすかー高

速道路・リニアの本質を考える」 

  ・特別報告、各所報告 11時 30分～14時 

 ・分科会 14時～15時 30分 

    三つの分科会にて意見交換等 

 ・纏め、アッピール 15時 30分～16時 30分 

   (別途、第一日目には全国からの参加者との工

事状況バス見学会・懇親会（会費制）が行わ

れる) 

 

≪参加費≫ 

① 参加費 1,000円/人 

② 11月 24日昼弁当（希望者） 1,100円/人 

 

≪申込み≫  期限 10月 30日 

① 連協加入団体の方は夫々の団体代表者に申

し込んで下さい、無料です。（参加費、お弁

当代は連協負担） 

② 一般参加の方 

連協事務局長 長谷川誠二宛に申し込みを

お願いします。 

 ・℡ 090－4825－7174 

 ・e-mail hase4877＠mwa.biglobe.ne.jp 

 

≪交流集会パンフレット≫（下記ＷＥＢ参照） 

http://renkyoueditor.web.fc2.com/ 
data/bunsho/20191123zenkoku.pdf 

若しくは「連協」で検索→HPから 

→活動予定→交流集会パンフレット 

 

 5 年ぶりの横浜開催です。24 日の交流集

会には多くの皆さまのご参加をお待ちして

おります。 

 

 
 


